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◆主教 巡杖 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

6 日（日） 10：30 尼崎聖ステパノ教会 

13 日（日） 10：30 芦屋聖マルコ教会［堅信式］ 

20 日（日） 10：30 聖贖主教会 

27 日（日） 10：30 大阪聖パウロ教会 

 

◆主教 動静 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

3 日（木） 14：00 大阪聖三一教会竣工聖別感謝礼拝 

4 日（金） 10：00 立教西原総長と桃大中野学長懇談（聖テモテ館・昭和町） 

 13：00 ～ 5日（土） キリスト教学校教育同盟代表者会（大阪女学院） 

5 日（土） 14：00 大阪教区合同埋葬式（大阪霊園・大阪教区墓地） 

7 日（月）  8：30 聖バルナバ病院朝礼 10：30 大阪キリスト教連合会（クリスチャン・センター） 

9 日（水） 10：00 ～ 10日（木） 日本聖公会宣教協議会ぶどうの枝協議会下見（清里） 

11 日（金） 15：00 常置委員会 

19 日（土） 13：00 キリスト教学校教育懇談会[Zoom] 

23 日（水）  9：00 第129（定期）教区会（川口基督教会） 

26 日（土） 11：00 古本純一郎主教逝去記念礼拝（神戸聖ミカエル教会） 

 15：00 桃山学院逝去者記念礼拝（大阪聖アンデレ教会） 

28 日（月） 19：00 中日本協働教区「チャプレンの集い・研修」[Zoom] 

 

 

◆教区諸礼拝・諸委員会予定 ≪新型コロナウィルスの関係で、中止・延期・変更の可能性があります≫ 

1 日（火） 13：00 歴史編集委員会（教区館） 

3 日（木・休） 14：00 大阪聖三一教会竣工・聖別感謝礼拝（大阪聖三一教会） 

5 日（土） 14：00 大阪教区埋葬式（大阪霊園・大阪教区墓地） 

8 日（火） 13：00 教区婦人会 代表者会（教区館） 

9 日（水） 10：30 教区関係教役者 逝去者記念聖餐式（主教座聖堂） 18：00 財務委員会（教区館） 

11 日（金） 15：00 常置委員会（教区館） 

18 日（金） 18：00 宣教局会議（教区館） 

21 日（月） 10：30 クリスマスプレゼント作業（教区館） 

23 日（水・休）  9：00 大阪教区第129（定期）教区会（主教座聖堂・川口基督教会） 

25 日（金） 13：30 つたえて（教区館） 

27 日（日） 16：00 大阪教区英語礼拝（大阪聖パウロ教会） 

28 日（月） 10：30 ことのは（教区館） 

 

お 知 ら せ 

 

★大阪教区第129（定期）教区会★ 

日時－11月23日（水・休）午前9時 開会聖餐式 ～ 午後5時 

場所－大阪教区主教座聖堂・川口基督教会 

書記－司祭ヤコブ松平功、司祭ジョイ千松清美、執事ヒューム ウィリアム ユーワン 

 

他 教 区 の 動 き 

 

【東北教区】 

東北教区第106（臨時）教区会 

日時－11月3日（木）午後1時～午後5時 

場所－東北教区主教座聖堂 仙台基督教会 

議題－東北教区主教選挙 

 

【神戸教区】 

ヨハネ古本純一郎主教 逝去記念礼拝 

日時－11月26日（土）午前11時 

場所－神戸聖ミカエル教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆教区事務所の職員勤務体制および勤務時間☆ 

大阪教区事務所では、職員交代出勤体制での業務を続けています。 

業務時間は、平日の午前10時半～午後6時半です。来訪時は事前に職員在室状況をお問い合わせ願います。 

 

＋＋＋コロナウィルスにより尊い命を失った方々の魂の平安、感染した方々の一日も早い回復と 

医療事業のお働き、感染の終息をせつにお祈りいたします＋＋＋ 

 

教会では11月は「死者の月」と呼ばれています。1日の諸聖徒日、2日の諸魂日。そして１１月の

主日に読まれる福音も世の終わりを描いた箇所が読まれ、教会の暦の 1年が終わります。この

習慣は初期キリスト教の時代からみられ、998 年にフランスのベネディクト会クリュニー修道

院において、11月2日を帰天したすべての信徒のための記念日と定めたことによります。8世

紀には西方教会において、ミサの奉献文(聖公会の祈祷書の「感謝聖別祷」)に取り入れられる

ようになり、現在の祈祷書の感謝聖別祷Ⅱの「世にある者も世を去った者も、すべての人を一

つの体とし、聖霊を満たしてください」(祈祷書 179 頁)と祈ります。キリスト教の永遠性を表明

し、また、キリスト教は交わりの共同体であることを表明しています。ヨハネによる福音書の中

で、イエスは、「天から降って来た」(6章 33節)のは、ご自分の意志によるものではなく、父の

意志を行うためです。イエスを見て信じる人はすべて救われます。私たちが生きるようにと、心

砕く神の働きは、イエスを通してあらわにされます。そして、「わたしのもとに来る人をわたしは

決して追い出さない」(6 章 37 節)と、キリストは「終わりの日に復活させる」ことを約束されま

す。死を超えたいのちのあることを告げる招きの言葉です。「わたしがその人を終わりの日に復

活させることだからである」(6章 40節)とは、なんと力強く響く言葉でしょうか。11月は、この

世のいのちを終えて、永遠のいのちのうちに生きている人を想いながら、キリストに結ばれて

いる現実をも祈り、味わう 1カ月でありたいと思います。 
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